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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ばね蓄力式ブレーキシリンダであって、ハウジング（４）を備え、該ハウジング（４）
内において、少なくとも１つの蓄力ばね（１４，１６）によって押圧される、ピストンロ
ッド（２４）を備えたばね蓄力式ピストン（６）が軸方向移動可能であり、さらに非常解
除装置（２６）を備え、該非常解除装置（２６）は、非常解除操作装置と、前記ばね蓄力
式ピストン（６）と前記ピストンロッド（２４）との間における力伝達経路を中断する、
歯車（３８）を備えた非常解除機構と、前記非常解除装置（２６）を異なった保持ポジシ
ョンにおいて保持するように設計された保持装置（３０）と、を有しており、該保持装置
（３０）は、前記歯車（３８）に対して係合ポジションと解離ポジションとに旋回可能な
ラチェット（３０）を有し、前記非常解除操作装置は、前記ハウジング（４）に対して移
動可能でかつ戻しばね手段（４６）によって出発位置に押圧される少なくとも１つの操作
部材（４２，４４）と、該操作部材（４４）と一緒に操作可能で前記ラチェット（３０）
を連行する駆動体（４０）と、を有していて、前記操作部材（４２，４４）の操作時に、
操作力が前記駆動体（４０）に、さらに該駆動体（４０）から前記ラチェット（３０）に
伝達され、前記歯車（３８）に対する係合ポジションから解離ポジションへと前記ラチェ
ット（３０）を移動させるようになっている、ばね蓄力式ブレーキシリンダにおいて、
　前記操作部材（４２，４４）と前記駆動体（４０）との間、又は前記駆動体（４０）と
前記ラチェット（３０）との間に、ばね手段（５６；６２）が設けられていて、該ばね手
段（５６；６２）は、前記戻しばね手段（４６）に対して並列に接続されていて、前記駆
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動体（４０）による前記ラチェット（３０）の連行時にばね力を生ぜしめながら圧縮され
、該ばね力は前記ラチェット（３０）を、前記歯車（４８）からの解離ポジションに押圧
することを特徴とする、ばね蓄力式ブレーキシリンダ。
【請求項２】
　前記操作部材（４２，４４）は、少なくとも１つのボーデンケーブル（４２）と、前記
ハウジング（４）内に移動可能に支持された操作スリーブ（４４）とを有しており、該操
作スリーブ（４４）に前記ボーデンケーブル（４２）が固定されていて、前記操作スリー
ブ（４４）は、前記ボーデンケーブル（４２）による操作に抗して該ボーデンケーブルを
戻す、前記戻しばね手段の戻しばね（４６）によって押圧されている、請求項１記載のば
ね蓄力式ブレーキシリンダ。
【請求項３】
　前記ばね手段（５６；６２）は、該ばね手段（５６；６２）によって前記ラチェット（
３０）に対して加えられるばね力が、前記ラチェット（３０）を前記歯車（４８）に対す
る係合ポジションから解離ポジションに移動させるのに必要な力よりも小さいように、設
計されている、請求項１又は２記載のばね蓄力式ブレーキシリンダ。
【請求項４】
　前記ラチェット（３０）は、戻しばね（３３）によって前記歯車（３８）に対する係合
ポジションに押圧されており、前記ばね手段（５６；６２）は、該ばね手段（５６；６２
）によって前記ラチェット（３０）に加えられるトルクが、前記戻しばね（３３）が前記
ラチェット（３０）に加えるトルクよりも大きいように、設計されている、請求項１から
３までのいずれか１項記載のばね蓄力式ブレーキシリンダ。
【請求項５】
　前記操作部材（４２，４４）と前記駆動体（４０）との間に設けられた前記ばね手段（
５６）は、少なくとも１つのコイルばねを含む、請求項１から４までのいずれか１項記載
のばね蓄力式ブレーキシリンダ。
【請求項６】
　前記駆動体（４０）は、前記操作部材（４４）に摺動可能に支持されている、請求項５
記載のばね蓄力式ブレーキシリンダ。
【請求項７】
　前記操作部材（４４）に結合された当接手段（５８）が設けられており、該当接手段（
５８）に前記駆動体（４０）は当接可能に形成されていて、前記駆動体（４０）の当接ポ
ジションにおいて、前記操作部材（４４）と前記駆動体（４０）との間に設けられた前記
ばね手段（５６）は、設定されたばね行程だけ圧縮可能であり、前記ラチェット（３０）
を前記歯車（４８）からの解離ポジションに押圧するトルクの値が、前記設定されたばね
行程によって確定されている、請求項６記載のばね蓄力式ブレーキシリンダ。
【請求項８】
　前記当接手段は、前記操作部材（４４）に結合されたスリーブ（５８）によって形成さ
れ、該スリーブ（５８）は前記ばね手段（５６）を少なくとも部分的に取り囲んでおり、
前記スリーブ（５８）の開放した縁部（６０）が、前記駆動体（４０）の端面に当接可能
に形成されている、請求項７記載のばね蓄力式ブレーキシリンダ。
【請求項９】
　前記駆動体（４０）と前記ラチェット（３０）との間に設けられた前記ばね手段（６２
）は、少なくとも１つの板ばねを含んでいる、請求項１から４までのいずれか１項記載の
ばね蓄力式ブレーキシリンダ。
【請求項１０】
　前記駆動体（４０）は、前記操作部材（４２，４４）に軸方向固定に結合されている、
請求項９記載のばね蓄力式ブレーキシリンダ。
【請求項１１】
　前記ばね蓄力式ピストン（６）が部分的にだけ解除された場合に前記ラチェット（３０
）の保持を阻止するロック装置（４８）が設けられている、請求項１から１０までのいず
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れか１項記載のばね蓄力式ブレーキシリンダ。
【請求項１２】
　前記ロック装置は、前記ばね蓄力式ピストン（６）が完全に解除されるまで、前記ラチ
ェット（３０）を解離ポジションにおいてロックするロックボルト（４８）を有している
、請求項１１記載のばね蓄力式ブレーキシリンダ。
【請求項１３】
　前記ロックボルト（４８）は、ピン状の形状を有していて、ボルトヘッド（５１）を備
えており、該ボルトヘッド（５１）は、前記ラチェット（３０）の切欠き（３５）に対し
て係合位置又は係合解離位置をとることができるように設計されている、請求項１２記載
のばね蓄力式ブレーキシリンダ。
【請求項１４】
　前記ロックボルト（４８）は、ボルトばね（４９）によって前記ラチェット（３０）と
の係合位置に予荷重されている、請求項１３記載のばね蓄力式ブレーキシリンダ。
【請求項１５】
　前記ロックボルト（４８）は、前記ばね蓄力式ピストン（６）によって係合位置から係
合解離位置に移動可能である、請求項１３又は１４記載のばね蓄力式ブレーキシリンダ。
【請求項１６】
　前記ラチェット（３０）及び前記ロックボルト（４８）は、前記ピストンロッド（２４
）に結合されている、請求項１２から１５までのいずれか１項記載のばね蓄力式ブレーキ
シリンダ。
【請求項１７】
　前記ばね蓄力式ピストン（６）と前記ピストンロッド（２４）との間における力伝達経
路に、非常解除機構のエレメントとして、ねじ山付スピンドル（３２）を備えたスピンド
ル装置（２８）が配置されている、請求項１から１６までのいずれか１項記載のばね蓄力
式ブレーキシリンダ。
【請求項１８】
　前記ねじ山付スピンドル（３２）のトルクは、フェザーキー（３６）を備えたシフト可
能なガイド（３４）を介して前記歯車（３８）に伝達される、請求項１７記載のばね蓄力
式ブレーキシリンダ。
【請求項１９】
　ばね蓄力式ブレーキシリンダは、空気力式、液圧式又は電気機械式に操作されていて、
空気力式又は液圧式の操作を用いた設計時には、前記ばね蓄力式ピストン（６）によって
画定された加圧室（１８）に圧力流体を供給する圧力接続部（２０）を有している、請求
項１から１８までのいずれか１項記載のばね蓄力式ブレーキシリンダ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ばね蓄力式ブレーキシリンダであって、ハウジングを備え、該ハウジング内
において、少なくとも１つの蓄力ばねによって押圧される、ピストンロッドを備えたばね
蓄力式ピストンが軸方向移動可能であり、さらに非常解除装置を備え、該非常解除装置は
、非常解除操作装置と、ばね蓄力式ピストンとピストンロッドとの間における力伝達経路
を中断する、歯車を備えた非常解除機構と、非常解除装置を異なった保持ポジションにお
いて保持するように設計された保持装置と、を有しており、該保持装置は、歯車に対して
係合ポジションと解離ポジションとに旋回可能なラチェットを有し、非常解除操作装置は
、ハウジングに対して移動可能でかつ戻しばね手段によって出発位置に押圧される少なく
とも１つの操作部材と、該操作部材と一緒に操作可能でラチェットを連行する駆動体と、
を有していて、操作部材の操作時に、操作力が駆動体に、さらに該駆動体からラチェット
に伝達され、歯車に対する係合ポジションから解離ポジションへとラチェットを移動させ
るようになっている、請求項１の前段部に記載されたばね蓄力式ブレーキシリンダに関す
る。
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【０００２】
　レール車両の台車では、コンパクト・ブレーキキャリパが、ディスクブレーキ用のブレ
ーキ力発生装置として使用される。停留ブレーキは多くの場合、一体に組み込まれた空気
力式に制御されるばね蓄力式ブレーキシリンダによって実現され、このばね蓄力式ブレー
キシリンダは、手動操作可能な機械式の非常解除装置を有している。これによって、ばね
蓄力式ブレーキシリンダによって作動させられるブレーキキャリパは、圧縮空気をエネル
ギ源として使用することができない場合にも、再び解除されることができる。この非常解
除装置は例えばボーデンケーブルを介して制御される。
【０００３】
　冒頭に述べた、非常解除装置を備えたばね蓄力式ブレーキシリンダは、ドイツ連邦共和
国特許出願公開第１００２０３５０号明細書に記載されている。この公知のばね蓄力式ブ
レーキシリンダでは、蓄力ばねの力は、スピンドル装置のセルフロック式でないねじ山を
介してブレーキキャリパに加えられる。スピンドル装置のスピンドルと回動不能に結合さ
れた歯車に係合するラチェットを介して、スピンドルの回転は阻止される。ボーデンケー
ブルを介して、ラチェットを歯車の歯列から持ち上げることができる。これによってスピ
ンドルの回動防止が解除され、セルフロック式でないねじ山を介して、軸方向力がもはや
伝達され得なくなる。ラチェットは、ボーデンケーブルがその本来の位置に押し戻された
場合でも、ロックボルトがラチェットの対応する切欠きに係合することができ、これによ
ってラチェットを解離されたポジションに保持できる程度に、歯列から持ち上げられねば
ならない。ロックボルトによるラチェットのロックは、ばね蓄力式ブレーキピストンが押
圧によってその解除位置に移動させられ、これによってロックボルトがラチェットの切欠
きから移動させられた場合に、解除される。これによって、非常解除後におけるばね蓄力
式ブレーキシリンダの準備状態が再び得られる。
【０００４】
　詳細に説明すると、図１に示した公知の非常解除操作装置では、ボーデンケーブル１０
０を介して加えられた力は、予荷重されたばね１０１（前記公知文献では：符号４４）を
介して、ハウジング１０２内に移動可能に支持されたスリーブ１０４に加えられ、このス
リーブ１０４は、操作エレメントであり、このスリーブ１０４には駆動体１０６が軸方向
不動に固定されている。操作エレメントとしてのスリーブ１０４は、さらに外側の戻しば
ね１０８（前記公知文献では：符号４６）によって出発位置に予荷重されており、予荷重
されたばね１０１と戻しばね１０８とは直列に接続されている。そして駆動体１０６によ
ってボーデンケーブル１００の操作運動は最初に予荷重されたばね１０１に伝達され、こ
のばね１０１からスリーブ１０４と、該スリーブ１０４に固定された駆動体１０６に伝達
され、さらに駆動体１０６からラチェット１１０に伝達される。
【０００５】
　ラチェットは戻しばねによって、歯車との係合位置に予荷重されている。ラチェットが
駆動体によって、歯車の歯列からその解離ポジションに持ち上げられた後で、ラチェット
は、ロックボルトがラチェットに設けられた切欠き内に落下して、ラチェットをその解離
ポジションにおいてロックできるようになるまで、ラチェットの戻しばねの力に抗して回
動させられねばならない。しかしながらラチェットが、ロックボルトがラチェットの切欠
き内に係合できるほどに持ち上げられないと、不都合な２つの状態が生じることがある。
一方ではラチェットは、例えば不十分な解除圧に基づいて、ばね蓄力式ピストンがその解
除位置にまだまったく達していない場合でも、歯列に係合する可能性がある。また他方で
は、ラチェットが、高回転数で回転する歯車内に落下することがあり、これによってラチ
ェット及び／又は歯車が損傷することがある。
【０００６】
　ラチェットの切欠き内へのロックボルトの係合を確実に保証するためには、ラチェット
が完全に歯車に対する解除ポジションに達することが保証されていなくてはならない。上
に述べた従来技術では、ラチェットを完全に持ち上げるのに必要な力は、スリーブにおけ
る直列に接続された圧縮ばね及び戻しばねと、ラチェットの戻しばねとの調整によって左
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右される。しかしながらこのことは、ばねの製造時における極めて高い製造精度を必要と
する。さらに、ラチェットを持ち上げるために必要な、ボーデンケーブルの行程は、比較
的大きい。しかも、ボーデンケーブルにおける極めて大きな操作力によって、ラチェット
が過負荷されることがある。
【０００７】
　発明の課題
　ゆえに本発明の課題は、冒頭に述べた形式のばね蓄力式ブレーキシリンダを改良して、
上に述べた従来技術における欠点を回避することである。特に、ラチェットを非常解除時
にいずれにせよ確実に完全にその解離ポジションに移動させることができ、これによって
ラチェットをこのポジションにおいてロックすることができ、ひいては回転する歯車への
ラチェットの不本意な落下を阻止することが望まれている。さらに、極めて大きい操作力
によるラチェットの損傷が阻止されることが望まれている。さらにまた、実現のための手
段は安価であることが望ましい。
【０００８】
　この課題は、本発明によれば、請求項１の特徴部に記載の構成によって解決される。
【０００９】
　発明の開示
　本発明は、操作部材と駆動体との間又は駆動体とラチェットとの間にばね手段が設けら
れていて、該ばね手段は、戻しばね手段に対して並列に接続されていて、駆動体によるラ
チェットの連行時にばね力を発生させながら圧縮され、しかもこのばね力は、ラチェット
が操作部材の操作によって歯車に対する解離ポジションにもたらされた場合に、ラチェッ
トを歯車から解離されたポジションに緊締保持する、という思想に基づいている。
【００１０】
　言い換えれば、少なくとも１つの操作エレメントの操作時にばね手段が圧縮され、この
際に圧縮時に生じたばね力は、例えば戻しばねによって出発位置に押圧された操作エレメ
ントがもはや操作されない場合でも、解離ポジションにもたらされたラチェットがこの解
離ポジションに確実に保持されるように働く。これによって、ラチェットは、例えばロッ
クボルトのようなロック装置によって、前記解離ポジションにおいて確実にロックされ得
ることが保証される。
【００１１】
　さらに冒頭において述べたドイツ連邦共和国特許出願公開第１００２０３５０号明細書
におけるように、３つのばねをそのばね力に関して調整する必要がなく、さらに３つのば
ねのうちの２つのばねが、直列に接続されているのではなく、単に２つのばね、つまりば
ね手段と、ラチェットのための好適に設けられた戻しばねが配置されていればよい。この
場合ばね手段は、後でさらに詳しく述べるように、操作エレメントのための戻しばねに対
して並列に接続されている。
【００１２】
　従属請求項に記載された手段によって、請求項１記載の本発明の好適な態様及び改良が
可能である。
【００１３】
　特に好適な態様では、操作部材は、少なくとも１つのボーデンケーブルと、ハウジング
内に移動可能に支持された操作スリーブとを有しており、該操作スリーブにボーデンケー
ブルが固定されていて、操作スリーブは、ボーデンケーブルによる操作に抗して該ボーデ
ンケーブルを戻す戻しばねによって押圧されている。上において既に述べたように、この
ような構成では戻しばねとばね手段とは互いに並列に配置されている。
【００１４】
　別の好適な手段では、ばね手段は、該ばね手段によってラチェットに対して加えられる
ばね力が、ラチェットを歯車に対する係合ポジションから解離ポジションに移動させるの
に必要な力よりも小さいように、設計されている。ばね手段によって生ぜしめられるばね
力の代わりに、この場合もちろん、ばね力によって生ぜしめられるトルクを利用すること
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も可能である。
【００１５】
　特に好適な態様では、ラチェットは、戻しばねによって歯車に対する係合ポジションに
押圧されており、ばね手段は、該ばね手段によってラチェットに加えられるトルクが、戻
しばねがラチェットに加えるトルクよりも大きいように、設計されている。
【００１６】
　別の態様では、操作部材と駆動体との間に設けられたばね手段は、少なくとも１つのコ
イルばねを有している。この態様では、駆動体は操作部材に又は操作部材上に摺動可能に
支持されている。さらにこの場合、例えば操作部材に結合された当接手段が設けられてお
り、該当接手段に、軸方向可能の駆動体は当接可能に形成されていて、駆動体の当接ポジ
ションにおいて、操作部材と駆動体との間に設けられたばね手段は、設定されたばね行程
だけ圧縮可能である。この場合ラチェットを歯車からの解離ポジションに押圧するトルク
の値が、設定されたばね行程によって確定されている。
【００１７】
　当接手段は特に、操作部材に結合されたスリーブによって形成され、該スリーブは、ば
ね手段を少なくとも部分的に取り囲んでおり、スリーブの開放した縁部が、駆動体の端面
に当接可能に形成されている。
【００１８】
　特に好適には、部分的にだけ解離されたばね蓄力式ピストンにおいて、ラチェットの保
持を阻止するロック装置が設けられており、この場合ロック装置は、ばね蓄力式ピストン
が完全に解除されるまで、ラチェットを解離ポジションにおいてロックするロックボルト
を有している。特に好適には、ロックボルトは、ほぼピン状の形状を有していて、ボルト
ヘッドを備えており、該ボルトヘッドは、ラチェットの切欠きに対して係合位置又は係合
解離位置をとることができるように設計されている。例えばロックボルトは、ボルトばね
によってラチェットとの係合位置に予荷重されている。さらにロックボルトは、ばね蓄力
式ブレーキピストンによって係合位置から係合解離位置に移動可能に形成されていてよい
。
【００１９】
　従って、ばね手段の圧縮によって非常解除装置の操作時にばね手段において生ぜしめら
れるばね力は、このばね力が、押圧されていないラチェット、つまり既に解離ポジション
に位置しているラチェットをこの解離ポジションにおいて確実に保持できるような大きさ
である。ばね手段を当接するまで圧縮させるのに必要な力は、押圧下にあるラチェット、
つまり歯車との係合ポジションに位置しているラチェットの最小の持ち上げ力よりも小さ
い。これによって、操作エレメントもしくは操作スリーブの戻しばねのばね特性を、それ
とはまったく無関係に選択することができる。それというのは、戻しばねのばね特性は、
非常解除動作に対して何ら影響しないからである。
【００２０】
　従って操作エレメントが操作される、つまりボーデンケーブルが引っ張られると、最初
に、負荷を受けている、つまり歯車との係合ポジションにあるラチェットの抵抗に抗して
、ばね手段はストッパに到るまで緊縮される。しかしながらこの場合、圧縮によって生ぜ
しめられたばね手段のばね力は、負荷を受けているラチェットが、係合ポジションから解
離ポジションに持ち上げられ得ない程度に小さい。ばね手段がストッパに達して駆動体に
接触したときに初めて、駆動体のさらなる運動によって、ラチェットを完全な解離ポジシ
ョンに移動させるのに十分な大きさの力が、ラチェットに加えられる。
【００２１】
　その結果、ラチェットを歯車の歯列からの解離後に完全に解離されたポジション（この
解離ポジションにおいてロックボルトはラチェットをロックすることができる）にまで回
転させるのに必要なエネルギは、ラチェットが歯車の歯列から持ち上げられる前に、位置
エネルギとしてばね手段において貯えられる。従ってラチェットが歯車の歯列から係合解
離されると、ラチェットは、前に操作プロセスによって緊縮されたばね手段の位置エネル
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ギによって駆動されて、ラチェットの戻しばねの戻し力の作用に抗して、ロック装置のロ
ックボルトがラチェットに係合できる程度に持ち上げられる。
【００２２】
　本発明の別の態様では、駆動体とラチェットとの間に設けられたばね手段は、少なくと
も１つの板ばねを含んでいる。この場合駆動体は好ましくは、操作部材に軸方向固定に結
合されており、操作部材の戻しばねは例えば駆動体に支持されている。
【００２３】
　ばね蓄力式ブレーキシリンダの好適な態様では、ばね蓄力式ピストンとピストンロッド
との間における力伝達経路に、非常解除機構のエレメントとして、ねじ山付スピンドルを
備えたスピンドル装置が配置されている。この場合ねじ山付スピンドルのトルクは、好ま
しくは、フェザーキーを備えた移動可能なガイドを介して歯車に伝達される。これに対し
てラチェット及びロックボルトは、ピストンロッドに結合されている。
【００２４】
　本発明によるばね蓄力式ブレーキシリンダは、空気力式、液圧式又は電気機械式に操作
されていて、空気力式又は液圧式の操作を用いた設計時には、ばね蓄力式ピストンによっ
て画定された加圧室に圧力流体を供給する圧力接続部が設けられている。
【００２５】
　本発明を改善するさらなる構成は、以下において、図面を参照しながら、本発明の好適
な実施の形態について、詳しく説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】従来技術の非常解除装置の一部を極めて概略的に示す図である。
【図２】本発明の好適な実施形態による非常解除装置を備えたばね蓄力式ブレーキシリン
ダを概略的に示す縦断面図である。
【図３】図１に示したばね蓄力式ブレーキシリンダを、図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿って
断面して示す横断面図である。
【図４】図３の一部を拡大して示す断面図である。
【図５】図３に示したばね蓄力式ブレーキシリンダの非常解除装置の一部を極めて概略的
に示す図である。
【図６】図１に示したばね蓄力式ブレーキシリンダにおける非常解除動作の１つの段階を
示す図である。
【図７】図１に示したばね蓄力式ブレーキシリンダにおける非常解除動作の１つの段階を
示す図である。
【図８】図１に示したばね蓄力式ブレーキシリンダにおける非常解除動作の１つの段階を
示す図である。
【図９】図１に示したばね蓄力式ブレーキシリンダにおける非常解除動作の１つの段階を
示す図である。
【図１０】図１に示したばね蓄力式ブレーキシリンダにおける非常解除動作の１つの段階
を示す図である。
【図１１】別の実施形態によるばね蓄力式ブレーキシリンダを示す横断面図である。
【図１２】非常解除動作中における、図１１に示したばね蓄力式ブレーキシリンダを示す
図である。
【００２７】
　実施の形態の説明
　最初に、図２～図１０に示したばね蓄力式ブレーキシリンダ（ばね蓄力式ブレーキシリ
ンダとも呼ばれる）２の好適な実施形態を例に本発明を説明する。図２～図１０において
ばね蓄力式ブレーキシリンダ２は、レール車両の台車のディスクブレーキ用のブレーキ力
発生器としてブレーキキャリパに使用されている例が示されている。
【００２８】
　この場合図２～図４において、ばね蓄力式ブレーキシリンダ２は２つの異なった断面図
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で示されており、ばね蓄力式ブレーキシリンダ２のハウジング４内には、ばね蓄力式ピス
トン６が軸方向摺動可能に配置されており、このばね蓄力式ピストン６の外周部には、シ
ール兼滑りベルト８ａ～８ｃが分配配置されている。ばね蓄力式ピストン６と、スナップ
リング１２を用いてハウジング４の内周部に固定されている軸方向のハウジングカバー１
０との間には、図示の実施形態では好適に２つの蓄力ばね１４，１６が配置されている。
【００２９】
　ばね蓄力式ピストン６とハウジング４との間には、加圧室１８が形成されており、この
加圧室１８には、ハウジング４の周囲に設けられた空気接続部２０を介して、圧縮空気が
供給可能である。ばね蓄力式ブレーキは、空気接続部２０を介した給排気によって解除・
緊締することができる。ばね蓄力式ブレーキシリンダ２が非常解除された運転状態にない
場合、蓄力ばね１４，１６の力は、ばね蓄力式ピストン６を介して加圧室１８に支持され
るか又はピストンロッド２４を介してブレーキキャリパ（ここには図示せず）に支持され
る。
【００３０】
　作動させられたばね蓄力式ブレーキを圧縮空気なしでも解除するために、ばね蓄力式ピ
ストン６は非常解除装置２６を有しており、この非常解除装置２６は、ばね蓄力式ピスト
ン６とピストンロッド２４との間における力伝達経路を中断することができる。図示の実
施形態では非常解除装置２６は、主として、ラチェット３０を備えたスピンドル装置２８
の機能に基づいており、この場合ラチェット３０は、ハウジングカバー１０の、軸方向で
互いにずらされて配置された２つの部分１０ａ，１０ｂの間に旋回可能に支持されている
。ばね蓄力式ピストン６とピストンロッド２４との間における力伝達経路には、スピンド
ル装置２８のねじ山付スピンドル３２が配置されている。このねじ山付スピンドル３２に
おいて生じるトルクは、ロックされた状態において、フェザーキー３６を備えたシフト可
能なガイド３４を介して歯車３８に伝達され、この歯車３８は、ラチェット３０によって
ロック可能であり、又は解放することができる（特に図２も参照）。
【００３１】
　ラチェット３０の一端はそのために、非常解除装置２６の運転位置のうちの１つにおい
て、歯車３８に係合する。これに対してラチェット３０の他端は、非常解除操作装置の駆
動体４０によって、歯車３８の歯列から持ち上げ可能であり、その結果、歯車３８の回転
はラチェット３０のこの位置において解放されている。これによって、ばね蓄力式ピスト
ン６とピストンロッド２４との間における力伝達経路を中断することができる。ラチェッ
ト３０は軸３１を中心にして旋回可能である。ラチェット３０は戻しばね３３によって、
歯車３８に対する係合位置に予荷重されている。
【００３２】
　非常解除装置２６が、ブレーキ力もしくはばね力がピストンロッド２４に作用している
場合に操作されると、ねじ山付スピンドル３２は回転し、その結果ブレーキ力は減衰し、
ばね蓄力式ピストン６はハウジング４に当接することができる。そのためにラチェット３
０は、図２に示された歯車３８に対する係合ポジションから、図８又は図９に示された歯
車３８に対する解離ポジションにもたらされねばならない。非常解除動作中におけるラチ
ェット３０の新たなロックを回避するために、ばね蓄力器カバーもしくはハウジングカバ
ー１０の部分１０ｂの内面にはロックボルト（Riegel）４８が配置されており、このロッ
クボルト４８は、ラチェット３０の切欠き３５に係合し、これによって持ち上げられたラ
チェット３０をその解離ポジションにおいて引き留めることができる。
【００３３】
　ロックボルト４８はほぼピン状の形状を有していて、ハウジングカバー部分１０ｂに向
いた端部にボルトヘッド５１を備えている。２部分から成るハウジングカバー１０ａ，１
０ｂ（これは当該領域において凹部を有する）とボルトヘッド５１（軸方向の切欠きを備
える）との間には、ボルトばね４９が配置されており、このボルトばね４９は、ロックボ
ルト４８をラチェット３０に向かって押圧しており、ボルトヘッド５１を、運転位置のう
ちの１つにおいて、ロックボルト４８を受容するための、ラチェット３０の側部における
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段付けされた切欠き３５内に係合させるように、かつラチェット３０をその解離位置にお
いてロックするように（図９又は図１０参照）なっている。ロックボルト４８の、ボルト
ヘッド５１とは反対側の部分は、ピン状に形成されており、この場合ピン状の部分は、内
側のハウジングカバー部分１０ａを貫通していて、ばね蓄力式ピストン６のシフト時に該
ばね蓄力式ピストン６からハウジングカバー１０の方向にシフト可能であり、これによっ
てボルトばね４９は押し縮められ、ロックボルト４８をラチェット３０におけるその係止
位置から押し出す（図２）。ばね蓄力式ピストン６が非常解除動作後に再び運転準備位置
に位置した場合に初めて、ロックボルト４８はラチェット３０を係合のために解放する。
【００３４】
　図３及び図４から最もよく看取できるように、非常解除操作装置はボーデンケーブル４
２と、ハウジング４内にシフト可能に支持された、操作エレメントとしての操作スリーブ
４４とを有しており、この操作スリーブ４４の自由端部には、ボーデンケーブル４２のヘ
ッドが、好ましくは直接、かつ例えばキャップ５２を用いて固定されており、このキャッ
プ５２は、操作スリーブ４４の端部側の開口に固定されている。この場合ボーデンケーブ
ル４２の外装は他方の側においてハウジング４に支持されており、この場合ボーデンケー
ブル４２は操作スリーブ４４の内部を軸方向において、該操作スリーブ４４の自由端部に
到るまで貫通している。操作スリーブ４４は、圧縮コイルばねとして形成された戻しばね
４６によって、ボーデンケーブル４２による操作に抗して押圧されている。
【００３５】
　戻しばね４６は、操作スリーブ４４の外周部に固定されたリング５４に支持されており
、このリング５４は同時に、スライドリングとして形成された駆動体４０のための軸方向
ストッパを形成しており、駆動体４０は、操作スリーブ４４の外周部に軸方向摺動可能に
支持されている。他方の側において駆動体４０は、圧縮コイルばね５６によって、軸方向
ストッパであるリング５４に向かって押圧される。この圧縮コイルばね５６は、他方の側
においてスリーブ５８の底部に支持されており、このスリーブ５８は、操作スリーブ４４
の端部に固定されていて、この操作スリーブ４４の端部には、ボーデンケーブル４２のヘ
ッドも支持されている。スリーブ５８はその自由な縁部６０で、駆動体４０のための別の
ストッパを形成しており、これによって駆動体４０は、リング５４とスリーブ５８の縁部
６０との間において、操作スリーブ４４に沿って軸方向で移動することができる。
【００３６】
　図２で見て左に向かってボーデンケーブル４２が操作されると、操作スリーブ４４は戻
しばね４６のばね力に抗して左に向かって移動させられる。この際に駆動体４０はまず、
ラチェット３０の他端と接触し、この場合圧縮コイルばね５６はまだ圧縮されない（図６
）。
【００３７】
　ボーデンケーブル４２がさらに操作されると、駆動体４０は、係合ポジションに位置し
ているラチェット３０の他端との接触に基づいて、右に向かって移動し、この際に圧縮コ
イルばね５６は、駆動体４０がスリーブ５８の縁部６０に当接するまで圧縮される。この
状態は図７に示されている。
【００３８】
　圧縮コイルばね５６はこの場合、ばね力、すなわち圧縮コイルばね５６の、スリーブ５
８の縁部６０における当接によって制限された圧縮によって、もしくはこれによって制限
されたばね行程によって生ぜしめられ、かつ駆動体４０を介してラチェット３０に伝達さ
れるばね力が、ラチェット３０を歯車３８に対する解離ポジションに旋回させるのに、十
分ではないように設計されている。
【００３９】
　むしろ、スリーブ５８の縁部６０に当接した駆動体４０を介してラチェット３０に伝達
される、さらに操作されたボーデンケーブル４２の操作力が、ラチェット３０を図６に示
したなお係合しているポジションから、歯車３８に対する解離ポジションに移動させるよ
うになっている。ラチェット３０が歯車３８に対する解離ポジションに移動した場合に、
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歯車３８は自由になり、スピンドル装置２８を介して作用するブレーキ力に基づいて回転
し始め、このブレーキ力は、ばね蓄力式ブレーキシリンダ２がブレーキ力なしになるまで
、減衰することができる（図８）。
【００４０】
　この場合ラチェット３０は、歯車３８によってもはや負荷されない。ラチェット３０は
この場合単に、その戻しばね３３によって歯車３８との係合方向に押圧され、かつ圧縮コ
イルばね５６の圧縮に基づいて駆動体４０を介して逆方向、つまり歯車３８との解離方向
に押圧されているだけである。圧縮コイルばね５６は、該圧縮コイルばね５６によってラ
チェット３０に加えられるばね力、もしくはこのばね力に基づいてラチェット３０に加え
られるトルクが、戻しばね３３がラチェット３０に加えるトルクよりも大きいように設計
されているので、ラチェット３０は、歯車３８に対して完全に解離されたポジションに旋
回させられる（図９参照）。しかもそのためにボーデンケーブル４２をさらに操作する必
要はない。この場合圧縮コイルばね５６は、左に向かって弛緩し、駆動体４０をリング５
４におけるストッパに向かって移動させる。
【００４１】
　図１０に示されているようにボーデンケーブル４２が最大行程に達し、この際に操作ス
リーブ４４がハウジング４内における内側のストッパに当接し、駆動体４０が再びある程
度リング５４から離れると、ラチェット３０はその完全に解離したポジションに留まり、
この解離ポジションにおいてラチェット３０は、該ラチェット３０の切欠き３５に係合す
るロックボルト４８によってロックされる。
【００４２】
　本発明によるばね蓄力式ブレーキシリンダ２の、図１１及び図１２に示した実施形態に
おいて、上に述べた実施形態と比べて同一の又は等価に作用する部材及び構成群には、同
一符号が用いられている。既に述べた実施形態とは異なり、図１１及び図１２に示した実
施形態では、駆動体４０は、操作スリーブ４４に沿って軸方向摺動可能に支持されている
のではなく、操作スリーブ４４において軸方向不動に、好ましくは操作スリーブ４４の端
部において固定されている。そして操作スリーブ４４もしくはボーデンケーブル４２を出
発位置に戻す戻しばね４６は、例えば一端でハウジング４にかつ他端で駆動体４０に支持
されている。この実施形態において駆動体４０とラチェット３０との間に設けられたばね
手段は、好ましくは板ばね６２から成っており、この板ばね６２はその一端で、例えば、
ラチェット３０の、駆動体４０に向かって延びるアームに固定され、かつ他端で、このア
ームの端部を部分的に取り囲みながら、このアームに対して内側の間隔ｓを有している。
設定されたばね行程を形成するこの内側の間隔ｓだけ、板ばね６２は、ボーデンケーブル
４２が操作され、その結果駆動体４０がラチェット３０に接触して該ラチェット３０を旋
回させた場合に、曲げ負荷されて圧縮させられる（図１２参照）。
【００４３】
　先に述べた実施形態におけるように、この際に板ばね６２には位置エネルギもしくはば
ね力が貯えられ、この位置エネルギもしくはばね力は、設定されたばね行程ｓに関連して
おり、かつこの位置エネルギもしくはばね力は、ラチェット３０を、該ラチェット３０が
ボーデンケーブル４２の操作によって歯車３８からの解離ポジションにもたらされた場合
に、完全に解離したポジションへともたらし、もしくはラチェット３０をこの解離ポジシ
ョンに保つ。同様にこの板ばね６２は、図５に示した戻しばね４６に対して並列に接続さ
れている。
【符号の説明】
【００４４】
　２　ばね蓄力式ブレーキシリンダ
　４　ハウジング
　６　ばね蓄力式ピストン
　８ａ～８ｃ　シール兼滑りベルト
　１０ａ／ｂ　ハウジングカバー
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　１２　スナップリング
　１４，１６　蓄力ばね
　１８　加圧室
　２０　空気接続部
　２４　ピストンロッド
　２６　非常解除装置
　２８　スピンドル装置
　３０　ラチェット
　３１　軸
　３２　ねじ山付スピンドル
　３３　戻しばね
　３４　ガイド
　３５　切欠き
　３６　フェザーキー
　３８　歯車
　４０　駆動体
　４２　ボーデンケーブル
　４４　操作スリーブ
　４６　戻しばね
　４８　ロックボルト
　４９　ボルトばね
　５０　圧縮戻しばね
　５１　ボルトヘッド
　５２　キャップ
　５４　リング
　５６　圧縮コイルばね
　５８　スリーブ
　６０　縁部
　６２　板ばね
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